
一

年

額

金

百

ご

十

雨

、

閏

月

が
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に
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八

月

淀

君

の

努

頼

一
ま
っ
て
ゐ
た
。
諾
士
に
貸
附
す
る
方
法
の
曾
腕
銀
と
一
セ
イ
ハ
ン
ザ
ツ
ワ
聖
藩
雑
話
大
器
寺
務
人
の
一
セ
イ
ミ
ン
ノ
Z

キ
征
明
の
投
文
様
元
年
ハ
天
一
を
生
む
に
及
び
、
秀
吉
は
什
五
日
食
泉
名
謎
屋
常
設

同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
御
定
鶴
に
載
せ
ら
れ
る
理
一
著
秘
袈
雑
集
の
別
本
で
、
敏
項
の
記
入
が
あ
る
。
こ
一
正
二
十
年
〉
正
月
七
日
、
是
よ
り
先
前

m利
長
は
北
一
し
て
大
坂
に
踊
っ
た
。
利
家
も
亦
導
い
で
還
り
、
悶

蛍
銀
一
容
の
僚
に
見
え
る
。
一
の
醤
入
は
野
尻
政
勝
の
日
記
及
び
毛
合
村
一
件
留
諒
一
陸
に
留
守
し
て
属
た
が
、
此
に
至
っ
て
路
下
に
命
じ
、
一
九
且
廿
ご
日
秀
吉
に
謁
し
、
十
一
月
般
を
得
て
金
持

セ
イ
ド
ウ
ナ
ヲ
ピ
-
-
ガ
ツ
コ
ウ
ウ
ケ
ト
リ
ピ
ケ
シ
一
か
ら
取
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
一
日
を
剥
L
て
征
綿
の
役
に
従
は
L
め
、
ご
月
下
旬
自
一
城
に
入
っ
た
。
=
一
年
ご
月
利
家
大
坂
に
上
り
、
次
い

聖
堂
並
皐
校
器
取
火
消

-
J
ウ
ケ
ト
り
ピ
ケ
Y

諒
一
セ
イ
ハ
ン
ネ
ン
プ
聖
藩
年
譜
大
理
寺
務
士
土
一
ら
京
師
に
入
っ
た
。
=
一
月
朔
秀
吉
先
鈴
の
将
士
は
京
一
で
京
都
・
伏
見
の
聞
を
往
復
し
た
が
、
十
ご
月
邸
つ

取
火
消
0

.

一
問
治
兵
衛
信
網
の
箸
で
、
寛
永
十
六
年
六
周
か
ら
天
一
を
渡
し
、
利
家
も
亦
十
六
日
途
に
舵
き
、
四
居
中
旬
一
て
凶
政
を
調
、
四
年
正
月
叉
上
洛
し
、
三
月
六
日
秀

セ
イ
ト
ク
イ
ン
盛
徳
院
加
賀
務
宇
一
第
六
代
前
一
保
十
一
年
五
周
に
終
る
年
綿
で
あ
ろ
。
編
纂
は
弘
化
一
肥
前
名
割
問
屋
に
着
し
て
管
を
椀
へ
た
。
況
月
努
吉
、
一
吉
は
江
州
今
棒
及
び
弘
川
の
地
を
奥
へ
て
、
往
返
の

m吉
徳
の
女
で
、
佐
竹
務
提
夫
人
に
な
っ
た
楊
嫡
の
一
三
年
六
月
に
完
成
し
た
が
、
噌
著
者
は
館
現
滞
年
純
草
一
利
家
を
し
て
朝
鮮
に
入
っ
て
諾
箪
そ
統
べ
し
め
よ
う
一
一
政
次
に
使
な
ら
し
め
た
。
受
慶
長
元
年
八
月
明
使
楊

法
説
。
詳
し
〈
は
蛾
徳
院
E
議
穏
仙
大
妨
。
一
稿
と
題
し
て
ゐ
る
。
一
と
し
た
が
、
偶
明
主
大
襲
来
援
の
報
に
援
し
、
自
ら
一
方
亨
・
沈
惟
故
伏
見
に
辛
一
旬
、
利
家
は
命
全
受
け
て

セ
イ
=
ユ
ウ
ジ
番
入
寺
河
北
部
二
日
市
に
在
一
セ
イ
フ
ウ
膏
観

J
オ
ク
ム
ラ
セ
イ
フ
ウ
奥
一
赴
き
臓
は
ん
と
欲
し
た
0
.耐
も
利
家
の
家
康
と
共
に
一
惟
放
を
そ
の
第
に
爵
ら
し
め
た
。
艇
に
し
て
明
使
が

将
校
目
立
封
印
諮
問
一
村
月
三
ウ
ロ
言
語
言
。
富
岡
一
日
刊
誌
わ
れ
け
仁
川
将
司
u
m
u
u
r
一
刊
日
韓
日
付
日
五
日
日

和
二
年
三
月
今
の
地
に
移
っ
た
と
い
ふ
。
一
景
閥
の
母
背
楓
奥
村
氏
の
詠
般
集
で
あ
る
。
一
の
病
篤
き
に
曾
う
て
、
軍
事
を
家
康
・
利
家
に
託
じ
二
こ
の
役
に
在
つ
て
は
秀
吉
の
窓
口
渦
萄
の
知
〈
で
な

セ
イ
ネ
ン
ジ
誓
念
寺
金
深
百
姓
町
鹿
鐙
寺
の
一
セ
イ
ホ
ウ
イ
ン
盛
努
院
陵
給
法
印
と
帯
す
る
。
一
念
漣
京
に
賜
っ
た
。
次
い
で
九
月
七
日
秀
吉
前
識
を
一
く
、
利
家
も
亦
行
管
を
強
め
ず
、
=
一
年
八
月
秀
吉
の

向
小
隣
町
西
側
に
在
っ
て
、
虞
宗
東
波
に
毘
し
た
。
寺
一
京
師
の
臨
師
。
前
回
利
長
の
病
む
や
、
随
長
十
六
年
一
殴
め
、
利
家
に
征
明
都
督
官
命
じ
た
が
、
阪
に
し
て
一
路
去
に
曾
し
、
家
康
と
共
に
在
外
の
大
軍
を
牧
容
す

担
に
、
元
和
四
年
麗
恩
之
を
石
川
郡
松
任
に
建
て
、
一
六
周
之
を
高
聞
に
招
い
て
病
脅
診
せ
し
め
た
。
利
長
一
明
軍
叉
返
却
せ
ん
と
す
と
の
報
が
あ
っ
た
か
ら
、
廿
一
る
の
難
局
に
詰
っ
た
。

寛
永
三
年
金
棒
に
興
じ
た
と
あ
る
。
後
製
剤
聞
と
い
ふ
一
が
鹿
給
に
奥
へ
た
起
繍
文
の
宛
名
に
は
、
縦
方
院
と
一
一
日
都
督
の
晩
を
解
い
た
。
十
周
六
日
秀
吉
再
び
名
一
セ
イ
メ
イ
シ
ョ
ウ
ギ
西
銘
詳
義
一
加
。
狼
繍

者
東
本
願
寺
別
院
の
御
堂
坊
主
を
勤
め
て
ゐ
た
が
、
一
記
さ
れ
て
居
る
。
一
殺
屋
に
向
か
ひ
、
十
四
日
に
は
在
京
の
利
長
が
能
登
一
渠
の
原
著
を
韓
議
し
た
も
の
。
室
鳩
巣
の
著
で
、
大

安
政
二
年
十
一
月
十
六
日
堂
宇
に
火
を
放
ち
、
迭
に
一
セ
イ
ポ
ノ
シ
ユ
ウ
ギ
歳
暮
蹴
儀
ハ
一
〉
城
市

l
一
に
命
じ
て
秀
吉
の
梁
踏
荷
造
る
矯
能
管
の

E
討
を
伐
一
地
昌
言
外
ご
人
の
同
校
に
係
る
。

露
顕
し
て
傑
刑
に
盛
せ
ら
れ
、
寄
念
寺
は
破
却
を
命
一
務
政
時
代
に
頭
分
以
上
の
士
は
、
十
ご
用
廿
入
日
歳
一
探
せ
し
め
た
。
こ
れ
秀
育
が
再
び
明
年
三
周
の
渡
航
一
セ
イ
モ
ン
Z

ツ
キ
誓
文
日
記
一
時
前
田
氏
に

ぜ
ら
れ
た
。
一
幕
祝
儀
の
震
に
管
城
し
、
各
姓
名
全
般
に
記
し
て
退
一
を
聾
言
し
た
鑓
で
あ
る
。
是
を
以
て
利
家
も
亦
究
機
一
仕
へ
て
ゐ
た
可
児
才
艇
が
、
自
ら
末
森
後
巻
・
筑
紫

セ
イ
ハ
ク
サ
イ
膏
柏
祭
鹿
島
郡
府
中
に
銀
座
一
出
向
し
た
。
こ
の
日
域
申
諸
門
の
番
人
は
皆
常
服
を
用
一
二
年
正
周
三
白
書
守
二
輪
藤
兵
衛
に
致
し
、
兵
艦
五
一
陣
・
関
東
陣
か
ら
関
f

原
役
に

F.る
ま
で
の
質
慌
を
記

す
る
大
地
主
跡
枇
で
、
鶴
四
用
中
の
申
日
ハ
今
は
五
一
ひ
る
が
、
祝
賀
の
震
菅
城
の
者
と
奏
者
番
と
の
み
は
一
袋
に
要
す
る
飴
共
・
水
夫
を
疲
越
す
べ
き
を
命
じ
、
一
し
た
も
の
。
才
臓
は
後
に
京
師
に
隠
棲
し
た
が
、
そ

月
十
四
日
〉
に
行
ふ
祭
儀
を
膏
柏
祭
と
も
山
王
祭
と
一
蹴
上
布
を
着
け
る
。
岡
田
、
年
男
た
る
べ
き
曾
所
事
一
渡
海
の
準
備
に
着
手
し
た
。
是
の
月
利
家
は
蒲
生
氏
一
の
子
某
世
を
早
く
し
、
某
の
子
友
庵
皆
を
業
と
し
て

も
い
ろ
た
。
府
中
は
即
ち
王
朝
に
於
け
る
閥
司
置
鵬
一
行
は
、
製
斗
目
・
廊
上
下
を
者
て
出
仕
し
、
具
足
の
鋭
一
郷
と
共
に
第
ご
軍
の
持
た
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
秀
一
こ
の
程
録
を
偲
へ
た
の
を
、
党
総
七
年
加
賀
務
の
留

の
地
で
、
跡
調
隙
を
柏
の
紫
に
磁
る
古
儀
が
・
越
っ
た
も
一
餅
を
務
侯
鹿
室
の
床
の
聞
に
飾
る
。
務
組
前
回
利
家
.
一
宮
の
親
征
も
亦
賀
行
せ
ら
れ
ん
と
し
た
が
、
時
局
急
一
坂
井
限
安
京
に
在
っ
て
之
を
得
、
前
回
綱
紀
に
上
つ

の
と
見
え
る
。
叉
柏
祭
と
も
い
ろ
た
ら
し
〈
、
提
要
一
の
用
ひ
た
具
足
も
亦
問
所
に
飾
ら
れ
、
年
寄
奥
村
氏
一
鶴
し
、
明
は
利
点
T
・
失
ひ
て
郷
和
使
を
逸
る
と
の
こ
と
一
た
。
巻
初
に
誓
文

セ
イ

四
五
八


